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佐 藤 直 紀
紫膜は高度好塩菌,Halobacterium halobiumの細胞膜の一部で,膜内には唯一種類の蛋白質
分子バクテリオロドプシン(6R)が二次元六方格子状に結晶配列している(p3:格子定数62.
7Å)0 bRは発色団レチナールの光異性化に伴って protonを菌体外-放出する,即ち 1ight
drivenprotonpumpとして機能する｡ bR分子を構成するアミノ酸残基のうち チロシン残基
(Tyr)がbRの光反応やポンプ機能に重要な役割を果たしている事がTyrのヨー ド化による
分光学的研究などから明らかとなっている｡我々はTyrのヨード化が紫膜構造に与える影響
及びヨード化されるTyr残基の位置を知る事を目的として本研究を行なった｡
Ⅹ線回折実験は主に,高エネルギー物理学研究所放射光実験施設の分子生理用小角散乱装置
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